
まちづくりの方向性

将　来　図

●  安全・安心の確保
・市街地は平均１．１ｍ程度嵩上げ
・国道４５号を円滑な線形に整備
・水門及び防潮堤 ( 標高 14.5m) を整備
・公園は、市民の利便性を考慮し均等に配置
・道路整備に併せて、上下水道施設を整備
・宅地が区画道路に接道するように配置
・見守り等地域ネットワークの構築
・路線バス、にこにこバスの再編
●  産業の再生
・企業の立地
・国道 45 号沿線への事業所等の立地
・漁港の復旧、漁港施設の整備、漁船の確保、養殖漁場や漁業関連施設等整備

土地利用計画図

片 

岸 

地 

区

●  公共施設の整備
・復興公営住宅の整備
（集合 17 戸：県、戸建 17 戸）
・集会施設、消防屯所の整備

実際の施設配置等は、今後の検討・調整により見直しがあります。



工事概要

工程表
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住宅整備　　《災害公営住宅 34戸》

事　業

土地区画整理事業 宅地整備 造成

集　合

内　容 工程 ２４
年度

予定
戸数

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

２９
年度

３０
年度

生活環境の整備

事　業

道路事業
国道 45号

石山田道路

片岸漁港整備

工事

内　容 工程 ２４
年度

２５
年度

２６
年度

２７
年度

２８
年度

２９
年度

３０
年度

工事

17 戸

防潮堤　L=800m
陸閘等N=1 基

防波堤　L=72m
岸　壁　L=135m

復興公営住宅建設事業
戸　建

建設工事
17 戸



震災前（平成１７年撮影）

震災後（平成２４年撮影）
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